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「快適性」の評価研究の意義

快適：きわめて多義的な概念

（例）快適な乗り心地の実現

技術開発目標を具体的に設定可能に

振動，騒音などの

低減技術の開発

乗客の「快－不快」の

定量化技術の開発



“快”と“適”の区別

適（neutral）

不快な環境要因の･･･

除去：振動，騒音，気圧変動

最適化：温度，湿度，照度

快（pleasantness）

付加的なサービスを活用した

満足環境の創造

BGM，香り，色彩・デザイン･･･

　消極的快適性

　あたりまえ品質

積極的快適性

魅力的品質



刺激強度→大

不
快
感
→
大

刺激強度→大

不
快
感
→
大

振動，騒音，悪臭など 温度，湿度，照度など

図 低減要因（左）と最適化要因（右）

適環境の実現

－不快さを感じさせない技術－



快環境の実現

－心地よさを感じさせる技術－

・個人差が大 ： 視覚，聴覚，嗅覚・・

・ 自分で選択可能であることが重要

→多くの選択肢の提供

→困難な場合： ２つだけでもまし

・ 人の心理：認知的不協和のメカニズム

公共交通→ 「選択」→可動部→使い方の問題



①実車を用いた体感評価試験

－押しボタン式の乗り心地

　 評価システム－

試験専用の臨時列車に被験者を乗せ、評価を求める



②実駅での評価試験

・駅の快適性（案内表示、音、温度、臭い・空気）やＵＤ環境の評価

・郵送調査やＷＥＢ調査との比較検討の試みも

引率者が被験者群を引き連れ、駅の構内各所で評価する



③駅頭での配票調査

駅、車内で調査票を配布し、直接、または郵送で回収する

・車内での回収率はおおむね１００％（睡眠中の乗客以外）

・ 駅配布調査では５０％前後（４０～５５％）

・ 調査そのものが目的の場合とモニター募集の場合がある



④集合調査

会議場や駅などに回答者が集合し、調査者の指示で回答する

・ より複雑な設問や，視聴覚環境を活用した設問に有効

・回答ペースの個人差が異なると大変、準備も一苦労



⑤面接調査

被調査者が直接対面して、調査者が聞き取りを行う。

基本は回答者１名だが、グループ形式もあり。

・ 自由記述の活用。探索的調査、逆に深度化したい調査に有効

・ ただし、調査者の熟練が必要で、数をこなすのは大変

・グループの場合、「リーダー」の影響が大きい



⑥模擬環境装置（シミュレータ）の活用

車内快適性シミュレータ

電動６軸振動台，模擬客室，

温度･音･照明の制御装置，

車窓風景の生成・制御装置
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